
グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。

経営比較分析表（令和元年度決算）
福島県　白河市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

305.32 198.31 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法非適用 下水道事業 公共下水道 Cc2 非設置 60,548

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 該当数値なし 48.96 75.59 2,838 29,548 9.94 2,972.64

　白河都市環境センターは平成6年3月の供用開始か
ら27年、管渠については最古の昭和56年12月布設か
ら38年が経過している。処理場施設設備の更新は、
年次計画で実施しており、管渠については令和4年
度までに未普及対策完了を予定しているが、東日本
大震災以降、不明水の増加がみられることから、今
後、中長期的な維持管理更新計画を策定し、計画的
に更新を実施し、かつ、工事の平準化による事業費
削減に向けた取り組みを行なう。

2. 老朽化の状況

全体総括

　収益的収支比率及び経費回収率の改善のため、整
備計画の見直しを行い、処理場の運営については、
これまで、包括的民営化や電気料金の見直しなど、
費用削減等の改善を実施してきたが、効率的な維持
管理を進めるためには、今後大幅な経費削減は厳し
い状況にある。令和元年度には元利償還のピークを
迎え、一般会計からの繰入は今年度がピークとな
り、今後減少していくが、法適用後も多額の他会計
補助金等に頼らざるを得ない状況である。安定した
汚水処理を実施していくためには、広域・共同化な
ども含めた経費削減策のほか、速やかに経営戦略を
見直し、料金改定を令和5年度頃までに実施する予
定。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①収益的収支比率は80%前後でほぼ横ばいとなっている
が、今年度は打切り決算の影響もあり、通常より一般財
源が多く繰入されたことから若干高めとなっている。し
かし、使用料で回収すべき経費を使用料収入で賄えてい
ない状況が続いており、健全な経営状態とは言えないた
め、法適用した令和2年度の決算後、速やかに適正な使
用料について検討していく必要がある。

④企業債残高対事業規模比率は、令和元年度がピークで
あり、その後減少に転じる見込みであるが、償還額のほ
とんどが一般会計に頼っている状況であり、適正な使用
料について検討していく必要がある。

⑤経費回収率は100%以上であることが望ましいが、相変
わらず低い水準で推移している。汚水処理にかかる経費
のさらなる削減を行うため、処理場の包括的民営化を導
入したが、効果については後年度以降となる見込。

⑥汚水処理原価は類似団体と比較し、高い数字となって
いる。そのため整備計画を見直し、投資効果に見合う内
容へと変更する。維持管理費についても、経費削減に取
り組み、あわせて有収水量の増加のため、接続率の向上
に取り組んでいる。

⑦⑧施設利用率、水洗化率とも、類似団体の平均を上ま
わっている。接続率向上のために戸別訪問を実施してお
り、引き続き水洗化及び施設利用率の向上に取り組んで
いく。

2. 老朽化の状況について
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【682.51】

【95.35】【59.64】【136.15】【100.34】

【0.22】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。

本事業は、最も古い施設で昭和58年からの稼動であ
り、既に30年以上が経過していることから、今後耐
用年数の経過による大幅な管渠・施設の更新が必要
となる。
　平成23年3月に発生した東日本大震災の影響によ
り、多くの処理区で不明水が増加している。不明水
への対応が遅れると汚水処理に支障を来すことか
ら、不明水対策は喫緊の課題であり、計画的に対応
していく。
　処理場施設については、機能を維持していくため
老朽化対策事業（機能強化事業）を計画的に実施
し、平準化を図りながら更新を行っていく。

2. 老朽化の状況

全体総括

　平成17年の4市村合併により、当市の処理区域は
21地区あり、その一部の地区は施設更新時期が重
なっているため、老朽化対策事業（機能強化事業）
を計画的に進め、不明水の発生が顕著な地区を優先
に対策を講じていく。
　その一方で、平成28年度に策定した「下水道事業
経営戦略」に基づき、今後施設のダウンサイジング
や公共下水道への接続や施設の統廃合等の広域化・
共同化も検討し、持続可能な経営を実現していく。
　依然として低い水準に留まる経費回収率を改善し
ていくために、法適用後、事業の中長期的維持管理
計画の策定に基づき、適正な使用料について令和５
年度を目標に検討を進める。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①収益的収支比率は100%に達しておらず、使用料で
回収すべき経費が使用料だけでは賄えていない状況
が続いており、さらに維持管理費の節減に努めると
ともに、あわせて、適正な使用料について検討を開
始する。

④企業債残高対事業規模比率は平成25年度に整備が
完了したため今後低下していく見込。

⑤経費回収率は100%以上であることが望ましいが、
現状は低い水準であり、当面横ばいが続く見込。維
持管理費用の削減等の改善を図らなければならない
が、施設数が21と非常に多いことから、基本的な維
持管理経費の削減には限度があると考えられ、施設
の広域・共同化や適正な使用料について検討を行
う。

⑥⑦⑧汚水処理原価は類似団体平均値並みとなって
いるが、人口減少に伴い施設利用率や水洗化率につ
いては低い水準となっている。未接続者に対する個
別訪などを実施し、水洗化率の向上や有収水量の増
加に取り組む一方で、利用率向上の見込が低い施設
については、公共下水道への接続や施設統合による
広域化についても検討していく。

2. 老朽化の状況について

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 該当数値なし 29.07 100.00 2,838 17,543 20.76 845.04

305.32 198.31 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法非適用 下水道事業 農業集落排水 F1 非設置 60,548

経営比較分析表（令和元年度決算）
福島県　白河市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)
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②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【765.47】

【86.22】【51.30】【257.86】【59.59】

【0.02】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし



グラフ凡例
当該団体値（当該値）

類似団体平均値（平均値）

令和元年度全国平均

※　法適用企業と類似団体区分が同じため、収益的収支比率の類似団体平均等を表示していません。

経営比較分析表（令和元年度決算）
福島県　白河市

業務名 業種名 事業名 類似団体区分 管理者の情報 人口（人） 面積(km
2
) 人口密度(人/km

2
)

305.32 198.31 ■

資金不足比率(％) 自己資本構成比率(％) 普及率(％) 有収率(％) 1か月20ｍ
3
当たり家庭料金(円) 処理区域内人口(人) 処理区域面積(km

2
)

法非適用 下水道事業 特定地域生活排水処理 K2 非設置 60,548

処理区域内人口密度(人/km
2
) －

- 該当数値なし 5.00 100.00 2,838 3,016 272.70 11.06

　平成16年度から開始した事業のため、現在は耐用
年数の経過による浄化槽本体の更新は行っていない
状況で、消耗品についてのみ、定期的更新を実施し
ている状況である。

2. 老朽化の状況

全体総括

　浄化槽の規模は、「建築物の用途別による屎尿浄
化槽の処理対象人員算定基準」によって床面積等に
より算定されるため、実利用に対し過大な整備とな
る傾向にあり、施設利用率が低くなるのが現状。
　経費回収率の向上についてもは取り組まねばなら
ないが、事業の性質上、経費回収率の向上は困難な
状況である。
　平成28年度に策定した「下水道事業経営戦略」に
基づき、中長期的に計画的に取り組んで行く必要が
ある。

【】

分析欄

1. 経営の健全性・効率性 1. 経営の健全性・効率性について

①収益的収支比率は100%以上であることが望ましい
が、施設数の増加と伴に年々数値は低下傾向にあ
る。当年度は打切り決算の影響により、一般財源の
繰入が多くなったため一時的に高くなっている。
 持続的に安定して経営していくためには、適正な
使用料について検討が必要であるが、事業の性質
上、大幅な値上げを行ったとしても100％以上にす
ることは困難である。

④企業債残高対事業規模比率は、使用料収入が少な
く、ほとんど一般会計繰入金に頼っている状況であ
る。今後適正な使用料について検討が必要である。

⑤⑥⑦経費回収率、汚水処理原価ともに類似団体と
比較して好ましくない数値となっている。
　施設利用率については、事業の特性上、浄化槽の
規模が使用人数（水量）によって求めるものではな
く、延床面積で決定されるため、実利用に対し、過
大な整備となる傾向であり、極めて低い数値となる
ことから、経費回収の考え方を難しくしている。

2. 老朽化の状況について
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平均値 57.03 55.84 57.08 55.85 62.50

220.00

230.00

240.00

250.00

260.00

270.00

280.00

290.00

300.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 292.98 277.88 248.10 276.60 246.15

平均値 283.73 287.57 286.86 287.91 269.33

0.00

10.00

20.00

30.00

40.00

50.00

60.00

70.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 9.11 9.18 9.44 9.47 9.80

平均値 58.25 61.55 57.22 54.93 59.64

0.00

20.00

40.00

60.00

80.00

100.00

120.00

H27 H28 H29 H30 R01

当該値 100.00 100.00 100.00 100.00 100.00

平均値 68.15 67.49 67.29 65.57 90.63

②累積欠損金比率(％) ③流動比率(％) ④企業債残高対事業規模比率(％)

⑤経費回収率(％) ⑥汚水処理原価(円) ⑦施設利用率(％) ⑧水洗化率(％)

①有形固定資産減価償却率(％) ②管渠老朽化率(％) ③管渠改善率(％)

【307.23】

【79.51】【58.71】【272.98】【59.98】

【-】

該当数値なし 該当数値なし

該当数値なし 該当数値なし


